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３．６．１４　障害対策

ここでは、障害の対処方法について説明します。

尚、技術サポートの詳細問い合わせ先は、ＥＤＩ取引契約時に発注会社が示す窓口、

若しくは、航空機業界ＥＤＩセンターにより示される窓口となります。

　・障害対策作業　………………………………………………………………　(1)参照

　・障害状況の判別　……………………………………………………………　(2)参照

　・障害の診断　…………………………………………………………………　(3)参照

　・障害要因の排除　……………………………………………………………　(4)参照

　・障害情報の採取　……………………………………………………………　(5)参照
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（１）障害対策作業

障害が発生してから正常に戻るまでの作業の流れを、図３．６．１４－１に示しま

す。
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異常

正常

どのような
異常か？

障害発生元を切り分
ける
「（1）障害状況の判
別」を参照

どこで対処
するか？
異常か？

次に示すような観点で、状況をま
とめる
・ 何がどのように遅い、または応
答がないか
・ どのように機能を実行してい
る時か
・ 通常の作業とは異なる作業を
していないか

次に示すような観点で、状況
をまとめる
・ 結果がどのように不正に
なるか
・ 現在の状況についての情
報を収集する

再実行結果
は？
異常か？

障害要因の排除

障害情報の採取

技術サポートに連絡し、技

術サポートの支持に従う

エラーメッセージ出力 結果不正応答がない/応答が遅い

対処不可能

ユーザによる対応

正常

異常

図３．６．１４－１　障害が発生してから正常に戻るまでの作業の流れ

・システムダウン

・システムフリーズ
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（２）障害状況の判別

（A） どのような障害が発生したかを把握する為に、障害発生時のメッセージを確認

します。

また、表３．６．１３－１　エラー一覧のエラー内容から該当するエラー内容

を確認します。

（３）障害の診断

（A） 障害発生状況と出力されているメッセージを確認します。

（B） 障害要因による診断
メッセージが示す障害の要因は、以下の 2つに分類されます。

・ユーザが対処できる障害要因

操作方法、環境設定、および、運用の誤りによるもので、ユーザが直接に

要因を排除可能です。

・ユーザが対処できない障害要因

ユーザは障害情報を採取して、技術サポートに連絡する必要があります。

・障害要因が判断できない障害

突然システムがダウンした場合などは、再度、同一操作を実施し、再現す

る場合は、障害情報を採取して、技術サポートに連絡する必要があります。

（４）障害要因の排除

表３．６．１３－１　エラー一覧の対処方法に従い、障害の対処を実施し、再実

行します。

エラー時の対処法でも復旧しない場合は、コンピュータを再起動して、業務を再

開します。

コンピュータの再起動でも復旧しない場合は、航空機業界標準 EDI システムプロ

グラムをアンインストールしてから、再度インストールを実施します。

それでも、同様の障害が発生する場合は、障害情報を採取して、技術サポートに

連絡する必要があります。
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（５）障害情報の採取

再実行を実施しても同様の障害が発生した場合は、サポートに連絡する為に障

害情報を採取します。

採取する障害情報を以下に示します。

（A） 操作手順

障害発生に至るまでの詳細は操作手順（画面のハードコピー、操作内容のメ

モ、入力した内容など）

（B） 出力メッセージ

画面上に出力されるメッセージの内容


